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規制緩和の動きの申で， 公共入札制度も大変革

期 を迎 え て いる。 具 体 的に は， 市 場単 価 方 式へ の

移行， 予定価格の事前事後の公表， 総合評価方式

の 採用 等々 があ げ られる。

と こ ろ で， 日 経 コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 誌 の 分 析 に

よれば， 最近予定価格漏洩も絡んだ談合事件が発

覚 した ある 自 治体 では， 予 定価 格 と最 低制 隈 価格

を 事 前 に 公 表 す る よ う に した が， そ う し た 途 端

に， 落 札値 が最 低 制 限価 格 に張 り付 く 入札 が 多く

なっ た。 結 局 は多 く の業 者 が同 額入 札 と なっ て，

く じ引 き で落札 者 を 決めた という。 こ れ では 指値

と同 じ こと に なり， この 措 置 はす こぶ る業 者 側 に

は評 判 が悪 いよ う だ。

こ の よ う に
，
公 共 入 札 の デ ザイ ン に よ っ て は，

本 来 意 図さ れる べ き競 争 が 明ら か に阻 審さ れ る こ

と も あ る。 新 た な 試 み に つ い て は， ま ず 試 行 的 に

取 り 組 むこ と が多 いよ う だ が， 一方 で 理論 的 な研

究 の 重 要性 も指 摘 でき る だろ う。 今 回 はそ の 一例

と して， 入 札者 数 が増 える と入 札行 動 に どう影 響

す る か， と い う 閲 題 に つ い て 考 え る。

鰯
入札参加者数が入札に

η
。 与える影響

競争 参 加 者 の 指 名 数 に つ い て は， 「工 事 毎 に，

工 事の 種類， 規 模及 び 内容， 建設 業 者の 実態 な ど

を 十分 考 慮 した 適切 な 数の 業者 を 選定 して行 う も

の とす る」 と さ れ て い る （建 設 省 通 達）。 た だ 実

態と して は， 慣例 約 に王０者 によ る 指名 が なさ れ て

きた。 地 方に お いて も 岡様 だ ろう。 平成 ６ 年頃 か

ら大 型 工 事に お いて 採用 さ れる よ う にな った 一 般

競 争入 札 にお いて も， 発 注 者や 物 件に よ りか な り

バラ ツ キ があ るよ う だが， 平均 す ると 同 じく ら い

の 数 に な っ て い る よ う だ。
こ の 数 が 多 い か， 少 な

いか に っい て は議 諭 が分 か れる と ころ だろ う。

入 札 者が 多 す ぎるの は， 全 体 と して の負 担 を大

き く して い る という 声 が ある。 建設 会 社に とっ て

は， 入札 に か かる 費用 （主と して 積 算費 用） は ば

か に は で き な い。 オ ー ス ト ラ リ ア で の あ る 研 究 に

よ れ ば， 政 府見 積価 格 に 対 して， 数 量書 付 き の入

札 で は（）．王４％， そ れ 以 外 で はＯ．
４６％ も 入 札 の た め

の コス トが か かる とい う こと だ か ら， 例 え ば１０考

が入 札 に 参 加す る と な れ ば， 全 体 と して亙．４％ か

ら４．６％ の１コ ス ト の 押 し 上 げ を 行 っ て い る こ と に

な る。 わ が 国 の 実 態 は 必 ず し も 明 ら か で は な い

が
， そ の ま ま あ て は ま る と す れ ば，

こ れ は， 政 府

が掲げる公共工事のコスト縮減目標値 （３年間で

１０％） に 対 し て
，
か な り 大 き な 値 で あ る。

一 方で， 指 名 数を 減 らす とチ ャ ンス を 失う こ と

に も繋 がる と いう こ と は， この 議 論の 際 に忘 れて

は な らな い。 一般 の 建 設会 社 では， 入 札競 争 のス

タ ー ト地点 へ 立て る だ けで も， 営 業的 な評 価 が与

え られ る。 あ る種 の 発注 考 にお いて は， 実 績 の有

無 な どで指 名 に入 る こ とさ え難 し いか ら であ る。

し か し， 競 争 者 が あ ま り に も 多 い と い う 状 況 で

は， 上 述の よう に 積算 費 用 がか さ んだ り， 単 純に

考 えて も落 札 する 確率 は低く な るわ け だか ら， 入
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札 参加 考の 数 は どれく らい が適 当 かと いう の は，

建 設 業 者 側 に と っ て は ジ レ ンマ が あ る と い えよ

う。

ト 入札モデルによる考察
入札 に与 える 要因 が 様々 あ げ られる こ と は， こ

れ ま での連 載 に おい て 多々 説明 してき た が， こ の

問 題 を単 純 化 した モ デ ル に よ っ て 考 察 す る こ と

は， あ る 意 味で 有益 と いえ る であ ろう。 競 争入 札

に お ける マ ー ク ア ッ プと 落 札 確 率 の 関 係 に つ い

て， Ｌ．
フ リ ー ド マ ン が１９５６年 に 入 札 モ デ ル を 提

示 して い る （詳 細 は本 連 載０）Ｎα１ を 参 照）。 す な

わ ち
，
Ｌ
．
フ リ ー ド マ ン は

，
自 社 の 見 積 価 格 と 競

争 相手 の入 札 価 格の 実 績 データ を 用 いて， マ ーク

ア ッ プを どの 程度 に 設 定 した ら自 社 の利 益 の期 待

値 （マ ーク ア ッ プＸ 落 札確 率） が最大 に なる か，

を 算出 する 方法 を考 案 した。

入札 者 数の 大 小に よ る影 響 につ いて の 考 察 は，

そ のモ デル を便っ て 可 能 である。 結 論を い え ば，

競 争入 札 に おい てよ り 高い 利 益 を得 よう と する 建

設 会 杜は， 競 争 椙手 が 多く なる に従っ て， マ ー ク

ア ッ プを 低く す る動 機 を持 つ。 そ して 各 競 合者 は

同 様 に考 える と 予想 さ れる か ら， そ のよ う な行 動

は建設会社の期待値 （期待利益） に影響を与える

こ と に な る。

詳細 な 説 明 は紙面 の 都 合か ら 不可 能 であ る が，

Ｌ
．
フ リ ー ド マ ン の 方 法 を 拡 張 し た Ｒ

．
互
．
カ ー

の モ デル に お ける 落札 確 率は， 次式 に示 す と おり

と なる （図１ 参 照）。重（Ｇ）は 自社：コス ト の 分布，

ｆ（８ｊ）は 他社 の 入 札価 格分 布， ｆ（Ｂｊ／Ｃｉ） はそ の 比

率 の 分布 を概 念 的 に示 す。 式 申 のｎ は競 合 者の 数

で ある。 自 社が 落札 す る のは， 他社 の入 札 価格 が

自 社 コ ス ト Ｃｉの ｂ 倍 以 上 と な る 時 と す れ ば， 式

は Ｂｊ／
Ｃ
ｉが
ｂ 以 上 に な る 確 率， す

な わ ち 図 １ の ｆ

（Ｂｊ／Ｃ１）の ハ ッチ した 部 分 の 面 積 を 求 め た も の と

な っ て い る。
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図１ 入 札 モ デ ルの 概 念 （Ｒ．１． Ｃ８ｒｒ
口９８３］）

注） 入 札 考 の 見 積 額 （Ｃｌ） お よ び 麟 含 者 の 入 札 額 （Ｂｊ） と

緕 榮 と して の 正３ｊ／Ｃ１比 率 の 確 率 分 布 を 承 す。

図２は （平均的な競合者の入札値） ÷ （自社の

見 積価 格） 二Ｂｊ／Ｃｉ が 正 規 分 布 す る と みた 場 合

の 落札 確 率を 図化 した も の で ある （上 式 を少々 単

純化）。 横 軸 は基 準化 した マ ーク ア ッ プ であ る が，

例 え ば２割 の 落札 確 率 を維 持 する た めに は， 競 合
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図２ 藩 札 確 率 （Ｒ
．１． Ｃ 帥ｒ

口９８３］）

注） モ デル 式 よ り 計 算 さ れ た もの で， 戯 合 者の 数 （１］） に 応 じて，

≡皇窪準イヒした マ ー ク ア ッ プ と 落 枚 確 立 （Ｐ） ０）閥イ系を 示 すｏ

６ 懲 築 コ ス ト 研 究 １９Ｓｇ ＷｌＮＴ 印



者 が ４者 を越 える 入札 で は， マ ーク ア ッ プを マイ

ナ ス にす る 必 要が 出て く る こと が 読み と れる。

翻
入札参加者数と

３
邊 勝者の呪い

ま た， 入 札 者の 数 は， 談 合や 「勝者 の 呪い」 と

も多 少 の関 係 があ る。 前 者 につ い て は， 入札 者 の

数が 隈 定さ れ る とそ れが や りや す く なるた め で，

業者 側 の負 担 は あって も， 公正 な 競 争を 確保 す る

た め に はあ る 程度 の 数 が必 要 とい う 根拠 とな りう

る。 後 者に つ いて は， 入 札 者 の心 理 に影 響す る 点

を考 慮 して い る のが 面 自い。

膀 者 の 呪 い （Ｗ１ｍｅｒ’ｓｃ山ｓｅ）」 と い う 考 え

を 最初 に 言い 出 した の は， 米 国の 大 手石 油 会杜 の

３ 人 の エ ン ジ ニ ア で あっ た （１９７王年）。 油 田 鉱 区

のオ ーク ショ ンを舞 台 と した 入札 事 例 の分 析 から

であ る。 競売 の 勝 者 はと りも な おさ ず 敗者 と なる

可 能 性 が 高 い と い う の が， 「勝 者 の 呪 い」 の 直 接

の意 味 であ る が， 建 設入 札 にお いて も 同 じこ と が

いえ る。 つ まり， 最 低額 で 落札 する 建 設 会社 は，

次の ２ つの うち どち らか の 理 由に より 呪 い をか け

ら れ て い る。

タイ プユ ：落 札 価格 が 実際 価格 を下 回っ て いる の

で， 企 業 は損 をす る （杜 内 積算 が 間違 っ

てい る た め）

タイ プ２ １ ２ 番 札 が 落 札 価 格 を 上 回 っ て い る の

で， 落 札 者 は利 幅 が 少 なく なり 落 胆す る

タイ プ１ は， 社 内の 積算 の 精度 を 上 げら れ れ
ば

解 決 する 問題 と い える。 鉱 区利 益の 価 値の 事前 見

積 に 比 べれ ば， 建 設の 積 算 はは るか に 不確 実性 は

少 な い と い え る だ ろ う。 し か し， タ イ
プ ２ は 他 の

競合入札者に対応する調整の重大さを軽く見ると

き に 発 生す る。 入 札 者数 が 増 えれ ば， 落 札す るた

めに は より 積 極的 な 値付 が 必 要に なる。 だ がそ の

こ と は，
一 方 に お い て， 入 札 に 勝 っ た と き は， 競

合者 の札 を 低く 予 想 しす ぎて しまう こ と であ る。

こうして競合者が増えるほど落札者 （勝者） は呪

い を か け ら れ る こ と に な るｏ

だが， 実 際 のと こ ろ， 運 悪く 「勝者 の 呪い」 に

か かった と しても， 建設 業 界に お いて は， そ れ を

避 け る 方 法 が 見 い だ さ れ る。 Ｄ．
ダ イ ア ら は

，
米

国の建設企業の重役たちを参加させて入札実験を

行っ た。 こ の 種の 研 究 で第 一線 の 実務 者 を 使っ た

こ とは 珍 しい よう だ。 結巣， 実 験 室 では 「勝者 の

呪 い」 が確 か め られ た が， 実 際の 市場 で は あま り

起 こ ら な い。 そ の 理 由 に つ い て，

（１） た と え低 い値 付 と なっ て も， 建 設産 業 特有 の

メ カ ニ ズム に より 呪 い を避 け られ る… … 契約 の

撤 回
，
サ ブ コ ン ヘ の 押 し つ け，

施 主 と の ネ ゴ シ

エー シ ョ ンと いっ た 方 法が 実 際に 行わ れ る

（２） 経験 あ る建 設 業者 は 最初 か ら呪 い を避 ける よ

う な評 価 プロ セス を 身 につ け てい る …… 施 主や

建 築家 を 熟知 してい る， 得意 な 分野 の工 事 で あ

る，
な ど

（３） 会社固有の事情……監督職員を遊 ばせておく

よ り は， 安 値受 注 し て でも稼 働 させ て おく 方 が

よ い，
な ど

を あ げて いる の は， 日 本 でも当 て は まり そう な 話

で 興味 深 い。
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